
 

2026（令和８）年度日独勤労青年交流 派遣事業 募集要項 

＊文部科学省による「令和８年度青少年国際交流推進事業」一般競争入札へ応札中 

 
１．事業趣旨 

企業訪問、合宿セミナー等の研修を通して、日本とドイツ連邦共和国の勤労青年の交流を推進するこ

とで、高い国際感覚を備えた青年の育成を図る。 

 

２．研修テーマ 「若者が活躍する社会」 
・男女ともに輝く働き方：ワーク・ライフ・バランスとキャリア形成 
・技能の継承：ものづくりにおける後継者確保 

 

３．実施関係機関 

（１）主催 

日 本：文部科学省 

ドイツ：家庭・高齢者・女性・青少年省 

（２）実施 

日 本：独立行政法人国立青少年教育振興機構 

ドイツ：ベルリン日独センター 

 

４．実施期間・場所 

  事 前 研 修：2026年 6月 20日（土）（※１） 

  ド イ ツ 派 遣：2026年 7月 21日（火）日本発～ 8月 4日（火）日本着（移動日を含む） 

  合宿セミナー：2026年 11月 28日（土）～ 29日（日）（※２） 

   ※１：事前研修は、オンラインにて実施します。 

※２：合宿セミナーは、国立オリンピック記念青少年総合センター（予定）で実施します。 

 

５．募集人員  ８名 

 

６．応募資格 

以下の条件を満たし、ドイツでの研修の成果を日本の社会や職場・生活に生かすことができる方。 

（１）日本の国籍を有し、2026年 4月 1日現在、18歳以上 35歳以下の方。 

（２）専門学校の生徒又は社会人（職業に就いている者） 

（３）事前研修、ドイツ派遣、合宿セミナーの全期間参加が可能な方。 

（４）心身が健康で協調性に富み、研修計画に従って規律ある団体行動ができる方。 

  （５）当該事業に参加経験がない方。 

（2020年度～2022年度（オンラインでの実施）のみの参加者は応募可能です） 

   ※ 職業分野は問いません。  

 

７．主な研修内容 
（1）講義  
    大学教員等の専門家による、ドイツにおけるワーク・ライフ・バラ 

ンスについての講義を聴き、社会問題等の背景も交えながら、働く 
人々の現状に関する知見を深めます。 

 
（2）企業・団体訪問 

ドイツの企業や団体等を訪問し、ドイツの就業体制やワーク・ライ 
フ・バランスに関する取り組み、技能伝承等について学びます。 

 
（3）合宿セミナー 

今年度ドイツから日本に派遣される団員とのディスカッションを 
   通して、若者が活躍する社会について考えを深めます。ドイツ派遣時 
   及びドイツ団日本受入れ時の計２回実施します。 

 ドイツ団とのディスカッション 

企業・団体訪問 



  

<参考：2025 年度のドイツ派遣プログラム>  

※2026 年度プログラムは現在調整中です。受入れ団体の都合等により、滞在都市とプログラムを変更する場合があります。 

 

８．諸経費（当機構にお支払いいただく経費）   参加費：２４０，０００円（参考額） 

（１）航空券手配時の価格変動により、参加費については参考額と異なる場合があります。最終的な参加

費は渡航決定後にメールにてご連絡します。 

（２）ドイツ国内でのプログラムにおける宿泊費、食事、移動交通費はドイツ連邦政府が負担します。 

（３）合宿セミナーにかかる宿泊費・食費は、当機構で負担します。 

    なお、国立オリンピック記念青少年総合センターまでの往復交通費は、合宿セミナー実施後、当機 

構の規定により参加者指定の銀行口座に振込みにてお支払いします。 

（４）ドイツ派遣の際、自宅から成田又は羽田空港（事前研修までに決定）までの往復交通費、ドイツの

関係団体等への資料やお土産代、プログラム中に提供される食事以外の飲食費は、別途自己負担と

なります。  

 滞在地 時間 プログラム 

1 日目 東京 
午前 

午後 

羽田空港 発 

ベルリン・ブランデンブルク国際空港 着 

2 日目 ベルリン 

午前 

午後 

 

説明：ベルリン日独センター概要 

講義：「男女双方にとってのディーセント・ワーク：ドイツの視点で捉えるラ

イフワークバランスと家庭と仕事の両立―コロナ禍の影響も含めて」 

オリエンテーション 

団ミーティング 

3 日目 ベルリン 

午前 

午後 

夜 

訪問：ドイツ手工業中央連盟訪問「手工業における後継者確保」  

ベルリン市内歴史研修 

歓迎夕食会 

4 日目 ベルリン 

午前 

午後 

夜 

自主研修 

日独合宿セミナー 

交流会 

5 日目 ベルリン 

午前 

午後 

 

夜 

日独合宿セミナー 

 ラーヴェンスブリュック強制収容所跡 見学 

 班別ディスカッション 

交流会 

6 日目 ベルリン 

午前 

午後 

 

 

日独合宿セミナー 

 班別ディスカッション&全体発表会の準備 

 全体発表会 

団ミーティング 

7 日目 

ベルリン 

及び 

エアフルト 

午前 

午後 

 

自主研修 

エアフルトへ移動 

オリエンテーション（地方） 

8 日目 エアフルト 
午前 

午後 

エアフルト市内見学 

訪問：ハンディクラフトアート・デューラーハウス 

9 日目 エアフルト 

午前 

午後 

 

訪問：中部ドイツ放送 テューリンゲン州放送局  

講義：「職業訓練学校におけるワーク・ライフ・バランス、キャリア形成」  

自主研修、希望者はパイプオルガンコンサート 

10 日目 エアフルト 

午後 

午後 

 

訪問：カフェ・ローベンシュタイン  

訪問：エアフルト市役所 

自主研修、団ミーティング 

11 日目 エアフルト 

午前 

午後 

 

団ミーティング 

ホストファミリー対面式 

ホームステイ開始 

12 日目 エアフルト 終日 ホームステイ 

13 日目 エアフルト 

午前 

午後 

 

夜 

ホームステイ終了 

団ミーティング 

学習成果発表会 

歓送交流会 

14 日目 エアフルト 午前 ライプツィヒ空港 発 

15 日目 東京 午前 羽田空港 着 



  

申込フォーム 

９．参加に当たっての諸注意  

  （１）ドイツ渡航時に、ドイツ実施機関の指示に従い必要な感染対策を行っていただきます。 

（２）ドイツ滞在中は当機構の負担で海外旅行保険に加入しますが、現地で発生する医療費について

は一時的に参加者に立替えていただく必要がございます。 

（３）日本・ドイツ両国政府の通知等により、プログラムの変更又は中止する場合があります。 

     

１０．提出書類 

  （１）申込フォーム 

     Microsoft Formsより必要事項を回答して下さい。また、（２）～（４）の書類 

を提出する際に申込フォームへ回答した旨を記載して下さい。 

 URL： https://forms.office.com/r/HPbE37EuX9 

 

  （２）参加志望動機書 

     Wordファイル（様式自由）で下記要領により作成し、メールで提出して下さい。 

・題名を付し、800字以上 1,200字以内の文章とすること（題名及び氏名は字数に含めず）。 

・Ａ４サイズ、横書きで作成し、氏名を明記すること。 

・下記４項目に関する内容を含むこと。 

① 参加志望動機 

② ドイツで学びたい内容 

③ 研修テーマについて自身の経験や将来の目標に関連した考え 

④ 事業で学んだことを帰国後の活動にどのように生かし周囲へ普及していくか 

・以下の点に留意すること。 

① 国の代表として参加することを意識して作成する。 

② 考えを述べるにあたっては、可能な範囲で自身のこれまでの経験を盛り込む。 

 

  （３）推薦状 

指定様式を下記 URLよりダウンロードし所定事項記入の上、メールで提出して下さい。 

（様式及び、ファイル形式は改変不可） 

  URL：https://ie-program.niye.go.jp/recruiting/doc/03_推薦状.doc 

 

（４）調査票 

指定様式を下記 URLよりダウンロードし所定事項記入の上、メールで提出して下さい。 

（様式及び、ファイル形式は改変不可） 

  URL：https://ie-program.niye.go.jp/recruiting/doc/02_調査票（R8日独勤労）.docx 

※選考で派遣が決定した方には所定の健康診断書を提出していただきます。 

 

１１．提出先と締切 

2026（令和８）年４月２２日（水）17時（必着）までに、後述「１５．」に記載の E-mailに

「2026 年度日独勤労青年交流事業 応募書類送付（名前：フルネーム）」と件名を入れてご提出ください。 

 
１２．参加者の選考、決定について 

 提出書類を基に厳正な選考を行い、５月中旬を目処に申込書に記載の E-mailに連絡いたします。 

 ※選考にあたっては、以下の観点を基に審査いたします。 

  ①事業への参加志望動機が明確に記載されているか 

②日本の代表として参加するという意識と成果を普及する意欲があるか 

➂本事業で学びたいことがテーマに即しているか 

➃テーマについて自身の経験に基づいた考えが述べられているか 

⑤本事業で学んだことをどのように活かすか、具体的かつ実現性がある記載となっているか 

 

 

 

 

 

https://forms.office.com/r/HPbE37EuX9
https://ie-program.niye.go.jp/recruiting/doc/03_推薦状.doc
https://ie-program.niye.go.jp/recruiting/doc/02_調査票（R8日独勤労）.docx


  

１３．個人情報の取り扱いについて 

応募に際してご記入いただいた個人情報は、「独立行政法人国立青少年教育振興機構が有する個

人情報の適切な管理に関する規定」に基づき適切に管理し、この事業に関する事務のみに使用し、

法令等に定める場合を除いて、第三者に開示することはありません。 

本事業で職員等が撮影した画像、制作物、感想文等の著作物を当機構の広報等に使用する目的

で、報告書や刊行物、インターネット（ソーシャルメディアサービスを含む）等に掲載することが

あります。また、新聞社、雑誌社が発行する刊行物に記事・写真を掲載することもあります。 

なお、当機構がインターネット上に公開した肖像及び著作物について、本人（又は保護者）から

削除依頼を受けた場合は速やかに削除します。ただし、印刷物等については対応できかねますので

ご了承ください。 

また、今後、当機構が実施する国際交流事業・教育事業等に関するご案内をお送りする場合があ

ります。 

 

１４．過去事業の様子について 

過去の「日独勤労青年交流事業」についての詳細は、当機構国際事業ウェブサイト 

（URL：https://ie-program.niye.go.jp/japgermany/）をご参照ください。 

    国際事業の情報はInstagramでも随時発信しています。 

 

１５．提出物送付及び問合せ先について 

 

 

 

 

 

（メールで質問・連絡する際には、①氏名、②連絡先、③参加希望事業名をご記入ください。） 

 

参加資格の取消及び参加者の都合による参加決定後の取消等について 

１．参加資格の取消 

   以下の場合は参加資格を取り消すことがあります。 

（１）参加決定後、指定の期日までに参加費の入金をしなかった場合。 

（２）事前研修に全期間参加しなかった場合。 

（３）派遣事業前に対象者として不適当と認められた場合。 

（４）提出書類に虚偽の申請があった場合。 

 

２．参加者の都合による参加決定後の取消 

本人の都合により事業への参加を取り消す場合には、速やかに上記「申込書送付先及び問合せ先」

まで電話（平日の午前９時～午後５時４５分）、又は、E-mail（電話受付以外の時間帯の場合）にて連

絡するとともに、本人及び推薦者より辞退理由書（様式自由）を必ず文書にてご提出ください。 

なお、旅行会社規定の期限以降に参加を取り消す場合には、所定の取消料及び販売手数料、振込手

数料をお支払いいただきます。 

 

３．派遣事業実施期間中の帰国 

（１）本人の都合により派遣事業実施期間中に日本に帰国する場合、参加費は返金いたしません。 

（２）派遣事業実施期間中にプログラムの趣旨に反する行動が認められた場合、団長及び引率スタッ

フの指示に従わない場合、あるいは現地の法令等に反する行為があった場合、直ちにプログラ

ムから離れ、自費にて帰国していただきます。 

（３）病気、傷害又はプログラムに引き続き参加が耐えられない事情が発生した場合、治療を受ける

などの処置について、団長及び引率スタッフが判断することがあります。また、それに伴う帰

国が生じた場合は、自費にて帰国していただきます。 

独立行政法人国立青少年教育振興機構 

子どもゆめ基金部国際•企画課 日独勤労青年交流事業担当 

TEL  ：03-6407-7756 

E-mail：honbu-kokusaikikaku@niye.go.jp 

国際課 HP 国際課

Instagram 

mailto:honbu-kokusaikikaku@niye.go.jp

